


2015年9月「国連持続可能な開発サミット」が開催され、150を超える首
脳が参加して、2030年までの新たな目標となる「持続可能な開発目標
（SDGs）」が採択されました。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとす
るため、すべての国連加盟国が2030年までに取り組む17分野の目標と169
のターゲットからなっています。極度の貧困と飢えをなくす、といった従来の開発
目標に加え、ジェンダーの平等や良好な雇用環境づくり、生産と消費の見直し、
海や森の資源保護、安全なまちづくりなど、先進国が直面する課題も入り、途
上国だけでなく日本を含む先進国にも適用されるものとなり、国際社会の新
たな「共通言語」となります。





目標1:
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ

目標2:
飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとと
もに、持続可能な農業を推進する

目標3:
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

目標4:
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の
機会を促進する

目標5:
ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る

目標6:
すべての人々に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する

目標7:
すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへの
アクセスを確保する

目標8:
すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完
全雇用およびディーセント・ワークを推進する

SDGsの目標

目標9:
レジリエントなインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進すると
ともに、イノベーションの拡大を図る

目標16:
持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

目標10:
国内および国家間の不平等を是正する

目標11:
都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする

目標12:
持続可能な消費と生産のパターンを確保する

目標13:
気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

目標14:
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する

目標15:
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、
砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

目標17:
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを
活性化する







テクニカンがスピーチでお伝えしたかった事。冷凍技術で出来る事。

今、世界には様々な問題があります。その中でもすべての人々に共通するのは食
の問題です。大量に生産、収穫、捕獲され豊かな食を育んでいる人々がいる中で、
いつしか豊かさを忘れ、食材を使いきれず破棄してしまう。一方で、飢餓に苦しんで
いる人々がいます。

また、食の世界には、ほぼすべてに旬の時期があり、収穫、捕獲できる時期が限ら
れています。更には産業が乏しい地域や離島などは、美味しい食材が手に入っても
遠くへ運ぶ手段がありません。その為、益々過疎化が進んでしまいます。

これらの問題はすべて冷凍が解決できるのです。ただし食材を冷凍すると著しく食
味を失ってしまう・・便利とは言え、同時に大きな問題を抱えていたのです。

しかしテクニカンの冷凍技術（リキッドフリーザー凍眠）は、限りなく生に近い状態
まで食味を再現できるのです。

食料廃棄問題、食材の通年安定供給、産業の活性化による新たな雇用創出。

国連が掲げるSDGs 17の目標に貢献できることがたくさんあるのです。

私たちの冷凍技術が世界の食の未来を変えることが出来れば、こんなに嬉しいこ
とはありません。

テクニカンは今後も冷凍技術を深め、食に携わる皆様へ貢献してまいります。


